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慧8)閉塞性董痘患者の肝予備力 と滅哉術の効果

坪野 俊広･白井 良夫
塚昂 -博書吉田 杢介
武藤 輝- (新潟大学第-外科)

目的 :1-edoxtolerancetestLRrrrlは稚【jイ ト十7糖

負荷に対する動脈血中 Frトン体比し')f山L二を定射 しした肝

幾能検査法である.閉塞性藻痘例 (間哉)の鱗畜術前後

で(･')肝機能を RTT にrt_車評価 し､滅黄術の意義を再

評価するこ上を日的上した.方法 :聞黄i･こて減量術を受

けた22例を対象とした.RTT は蘇らの方法で行い,Tedox

tokl･11nL,i,index(R'rllを指標上して用いた LAmlSuI･g

19舛);211:̀128-̀lL161.結果 :閉鏡例の滅苗術前 Rrllは

().71)千().L13で醸苦情胆道癌0.98±0.26(Ⅰ･1-6)より低

下 していたが有意差はなかった,また,滅素術前 RTI

≧0.5のA群 (m-13)は減黄術後 も RTIをこ変化はな

かった.滅苗術前 lt'1､Ⅰく0.5のIi群は減黄術後0.51:i

上 となる Bl群 (n-5)と0.5以下で推移する B2群

(n-4)に分類できた,A群,Bl群に在院死はなく,B2

群 4例車3例が胆管炎を併発 して死亡 した.結語 :閉黄

の予後予測に RTT は有用であった.RrrT より見た肝

機能の回復は Bl群でのみ認められた.

29)当紬 こおけ る腹腔鏡下胆嚢摘 出術の現況

. ･､ ･ I l'(∴ ∴ .' ' ∴植木 秀功

当科では 且991年10月 1日より腹腔鏡下胆藩摘出術

(LC)を開始 し現在までをこ6例 (男3,蜜3)に施行 し

た,平均年齢は54.5歳▲診断は胆車結石あるいは胆嚢

ポfj-プであった, 3例 日のみ術中胆道造影で総胆管結

石が認められたため LC の後開腹に移行 した.手術時

間は第 且例で4時間 8分であったが徐々に短縮 し後半 3

症例では2時間以内であった,術後入院 日数は3例 日を

除 き7からiO勘 平均 8日であったが,患者が希望すれ

ば術後 2, 3E∃で退院可能と考えている.術後薙痛は極

めて少なく蘇痛剤の投与は0から3回であった.合併症

としては, 1例日で皮下気魔,陰嚢気魔を認めた以外,

醇に問鷹はなかった.

LCは術後痔痛が極めて少なく,回復 も早 く,患者をこ

と1ては好まLい術式であり.胆嚢結石症L')firstcllOict､

の術式と考えられる,今後,総胆管結石に対 しても術式

の拡大が出来るかどうか検討 していきたい.
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30う京 if3L外傷後49日｢lに破裂した仮作肝動脈

廟し･'11救命例

削 裕一 鳩 藤 泰治 環 者 達村上病 院)清水 春夫

林 達彦 (新潟大学第-外科)

症例は39歳男性で平成2年7月ま日東周革遮行中,ガー

ほどの出血性ショックであったが,緊急血管造影にて腹

部主要血管をこぼ異常を認めず,骨盤骨折をこよる出血と腹

腔内へ項 掃出!言を断 し∴ )､20Omlの緊急輸血にて軽快

した.その後時々右下腹部痛を訴えるものの経過良好で

あったが,受藤練49日目の8月且8日 (土) トイレをこてショッ

I)状態上十･〕た.腹腔内出血Lr)診断にて緊急輸血を行い

緊急手術を行った,腹腔内闘 孟大農の出血と固有肝動脈

に動脈癖LTl破裂を認札 総肝動脈.胃十 二指腸動脈を二L

ント1--′Lして動脈癌切除を行し､救命 し得た.また右下

腹部痛の原因として終末回腸に外傷性癖痕狭窄を認めた

ため,回盲部切除を併施 した,出血雨は 7,200mlと大

豊でありたが術後経過は良好であった.術後をこ肝動脈造

影を行ったが,固有肝動脈は正常に開通 したおり的確な

術式であったと思われた.

3且)過去10年間の肝臓破裂症例の検 討
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当料における過去10年間に経験 した碑扱破裂25例につ

いて,受像機転,治療法の選択,合併症,治療後の経過

等について検討 した.特に治療法に1いて出 離拍勺治療

と手術療法に-J･-いて比較 した. 最近 dtT1aIで(･lrupture

と考えられる1例 も経験 したので併せて報告する.

32)当院に おけ る豪産熱傷症例の検 討

渡辺 健寛 や高野
三浦 宏二 ｡飯沼 纂警 (賢畏赤十字病院)

高野 邦雄 ( 同 形成外科)

Burnindex15以上. もしくは気道熱傷を良一こ､た重

度熱傷症例について検討 した.

過去8年間の登度熱傷症例は22例で,生存群 8例,死

亡群14例であった.性差は生存群では男性6例,女性 2

例,死亡群では男性 5例,女性 9例であった.平均年齢

は生存群 29.1±16.3歳,死亡群48.1±18.8歳でタL;亡群
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が有意に高齢であった.Burn indexも生存群諮.9±9.0.

死亡群65.3±23.4と.死亡群が有意に 高値であった.

気道熱傷3例のうち Burnilldex30の 1例は生存した

が,Bur.∩index20と45の2例は死亡した.

年齢,Burnindex,及び,気道熱傷の有無が重要な

予後決定因子であると考えられた.

33)80歳以 上高齢 肴腹部外耳斗手術例の検討

lh卜 巌 ･吉tl憤 佐人

1979年6月より,1991年10月までの12年間に80歳以

_l二高齢者の全身殊酔.F開腹症例を65例経験 した.内訳は,

胃癌15例,大腸癌21例,胆道癌 3例.胆石症11例,イし

ウス7例,針仁:_指腹潰壌出血,穿孔6例,胆喪穿孔 1

例,大腸憩室穿孔 1例であった.緊急手術例は9例 (13.8

%/)で,その内の3例は直死した,待機手術では直死は

認められず.在院死は5例であった.3例は癌死. 1例

は全身衰弱死, 1例は縫合不全後の MOF雅であった.

術後合併症は33例に認めt..-)It.,術後肺炎は21例と高頻度

であった.退院例では術後の合併症および体力低下等に

より在院日数が長期となる症例が認められるものの,過

院時には全身状態良好となった.術前に心,柿,腎等に

なんらかの異常を認めたとしても重篤でなければ80歳以

I.【二の開腹術は比較的安全に行えると考えられた.

34)外科系病棟の院内感染対策

一新設病院をこおける M民SA 感染の実態
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聖マリアンナ医科
大学横浜市西部病
院外科

( 同 臨床榛査部)

当院における ～1RSA 感染症につきその実態と患者

の背景田子を分析 し,環境微生物検査の意義と感染防止

上の問題点につき検討 した.対象は開院よりの過去4年

4ケ月間に外科系病棟で MRSA 感染症と診断された52

例である.内訳は肺炎32例 ･軌血症8例 ･腸炎7例 ･皮

膚軟部感染5例でうち13例が死亡した.感染例は第3七

フェム系抗生剤の前投与例が多く,悪性陸揚および感染

の多発した救命センター経由の脱外科症例が多かった.

死亡例は2例を除き MRSA 感敬以外の重度合併症を

有 していた.環境およびスタ､t,フの徴!二t:-_物検杏結果の改

善に伴ない感染患者数も減少傾向を示した.

くまとめ)1■)環境や患者の微生物検査を通 して病院全

体の疫学的情報の把握が大切である.2)院内感染対筒

に環境軽僻は重要であり,感染患者には従事者の手指の

消毒などを含めた疫学的隔離が必要である.3)抗生剤

(特に第3セー7J_ム糸)投与による MRSA の新たな

る耐惟歯の出現に 卜分な注意が必要である.
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